
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）
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交通ルールが守られているまちをつくる No.19

重要なまちづくりの課題の現状評価シート

―関係課

平成27年度

企画部長

地域ふれあい課長

年度重要な
まちづくり
の課題

(めざすべき姿)

路上駐車がないなど、交通マナーが守られている

施策名

1,738
－

2,438 1,583 1,085
－

愛知県は平成１５年度以降12年連続交通死亡事故ワースト１が続いており、本年は7月1日現在ワースト２となっている。愛知県は車の保有
台数が全国１ということもあるのだが、交通ルールを守らず発生する事故が多いのも現状である。その中でも高齢者の歩行中、自転車乗車
中による無理な横断が原因の事故が多発した。

－

責任部長

3,343 3,193

－－

－

Ａ 交通事故による死傷者数および交通事故（人身事故）件数は減少し、放置自転車の撤去台数も大幅
に減少している。重要なまちづくりの課題である交通マナーを守っていると思う人の割合も順調に増加
していることから改善傾向にあるといえる。

改善傾向

放置自転車の撤去台数

現状評価
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①死傷者数(人）

②交通事故（人身
事故）（件）

交通事故による死傷者数および交通事故（人身事故）
件数

3,131

評価がＢ・Ｃの場合

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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総合計画推進市民会議による現状評価（※総合計画推進市民会議が発表した「重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の評価書」から転記）

長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②）

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

次年度の
改善計画

評価 Ｂ 指標２の「②交通事故（人身事故）件数」は昨年度と比較すると減少しているが、一昨年と同水準であ
り、改善傾向とは言えない。指標１がほぼ目標値を達成しているにもかかわらず、交通事故が減らない
ことも気になる。

停滞

評価

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

評価がＢ・Ｃの場合

停滞


